
教科名   工業 科目名  企業実習（学校設定科目） 

 
科目の目標 

 
 

 
  産業社会における実際の実習をとおして、その企業における基礎的な技術・技能を習得
 させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 
 

履修学年   第３学年 学科・コース  工業科（選択科目） 

単位数   ２ 授業形態   個別学習及び一斉授業 

教科書   なし 副教材等   企業実習ノート 

１ 学習の目標  

 
  将来のものづくり技術者を目指す生徒が、実際の企業での実習により、本校での学習を定着させると 
 ともに、職業観・勤労観をさらに高め、実際的な技術・技能を習得することを目標とします。 
 

２ 学習内容と進め方  

 
    本科目は、「旭工版デュアルシステム」として、１か月間、企業での実習を行うものです。この科目を
 選択した生徒は、特別の時間割を設定します。このため実習期間中は、「課題研究」（２単位）と「企業
 実習」（２単位）を連続して履修します。 
  学習内容については、企業実習前に個別にキャリアカウンセリングを進める中で、個別の目標を定め、
 具体的に設定していきます。 
 

３ 学習の留意点  

 
 １ インターンシップとは違い、業務内容が具体的・実践的になりますので、自らのキャリアアップを目
  指す強い信念をもって、学習に望むこと。 
 ２ 働くことは、自らの健康管理にも気を配らなければなりません。指定された期間を勤め上げるよう、
  基本的生活習慣を確立させ、安全に留意して実習してください。 
 ３ 企業実習は、皆さんだけでなく、地域の人材育成に協力していただける企業の方、皆さんを支える家
  族など多くの人々の協力で行う授業です。一部に負担が集中する場合等は、企業実習を中断させる場合
  があります。 
 

４ 評価の方法  

 
   毎日の実習の様子を巡回し、観察した資料を基本とし、実施後の企業アンケートの結果、企業でのＯＪ
 Ｔ担当者の意見、皆さんが毎日記入する企業実習ノートの内容、自己評価等を次項に示す観点にしたがっ
 て総合的に評価します。 
 

５ 授業計画  

 
月 

 
単   元 

 
学 習 内 容 

 
評 価 の 観 点 

 
考査等 

 ４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１自己理解 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○自己の適性理解 
○旭工版デュアルシス
 テムによる学習方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関】 
○ 職業や産業はどのように分類されて
 いるか、将来の自分がどのような職業
 に就きたいか等に関心をもち、意欲的
 に学習に取組むことができる。 
○ 企業の役割とは何か、企業はどのよ
 うなしくみで組織されているか、管理
 組織と業務、企業組織の原理、管理サ
 イクルの内容に関心をもって学習に取
 組むことができる。 
○ 経済的で役に立ち、顧客が満足して
 購入できる品質をもつ製品の開発・設
 計・生産・サービス等に興味を持つこ
 とができる。 
 

考査は実施
しません。 
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 ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２企業調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３働くことの意義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４企業実習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○上川地域産業の構造 
○実習企業調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学ぶことと働くこと
 の関係 
○礼節やマナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○安全 
○企業情報の取扱い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生産性向上は、作業者の安全を確保
 した上に成立するものであることを認
 識し、産業活動に起因する災害や職業
 疾病、安全衛生管理の目的・内容に関
 心をもって取組むことができる。 
○ 環境管理の役割や企業と地域社会の
 環境問題などの取組みの概要について
 関心をもって取組むことができる。 
 
 
 
 
【思】 
○ 職業の３要素について、経済性・社
 会性・個人性の３つの側面から考察で
 きる。 
○ 第一、第二及び第三次産業の構成比
 率の変遷から産業構造の変化が判断で
 きる。 
○ 合名会社、合資会社、有限会社、株
 式会社、協同組合の特徴を比較し考察
 できる。 
○ 生産活動の５Ｍや管理サイクルの内
 容を認識できる。 
○ 生産管理の体系、生産管理のＰＤＣ
 Ａサイクルから概要を判断できる。 
 
 
 
 
【技】 
○ 企業として要求されることを理解し
、 報告できる。 
○ ライン組織、機能別組織、ラインス
 タッフ組織の特徴を理解し、報告でき
 る。 
 
 
 
【知】 
○ 職業の３要素や雇用のミスマッチ、
 産業構造の変化の特徴、アウトソーシ
 ングについて理解している。 
○ 製造業の競争力の特徴や製品の品質
 ・価格・納期の需要の３要素について
 理解している。 
○ 今後従業員に求められる知識・技能
を理解している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関】は「関心・意欲・態度」、【思】は「思考・判断・表現」、【技】は「技能」、【知】は「知識・理解」をあらわす。 
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